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License Portal
8.8. ライセンスの移行
初めて d&b ライセンスをご購入いただくと、d&b License Portal のアカウントが作成されます。注文時にご登録いただいたメー
ルアドレス宛に、パスワード設定のご案内メールをお送りします。このパスワードはご本人以外には見られず、知られることもあり
ません。ライセンスポータルへのアクセスはこちら：license.dbaudio.com

ログイン後、次の操作が可能です：

My Group ではユーザー管理や、所持しているライセンス・インストール先の一覧を確認できます。
My Licenses では、特定のデバイスへのライセンス有効化や、ガイド付きでライセンスをポータルへ戻す（無効化）操作が行えます。

8.9. ライセンスの有効化
My Licenses に進み、Activate Licenses をクリックします。
有効化したいライセンスを選択してください。
License Portal では、ネットワーク接続されたライセンスコンテナが
直接見つからないため、エラーメッセージが表示されます。これは通
常の動作であり、DS100（M）ではファイルベースのライセンス転送
が採用されています。該当するオプションをクリックすると、右側で
概要が表示される 3 ステップの手順が開始されます。

１）Upload Context file
該当する DS100（M）から現在のコンテキストファイル（*.rac）のアッ
プロードを求められます。ページ下部のファイルダイアログをご利用
ください。その後、Start Activation Now をクリックします。

２）Download the license file（*.WibuCmRaU）。
ダウンロードしたライセンスファイルを Web インターフェースを使っ
て DS100（M）にアップロードしてください。
ライセンスファイルのアップロードが完了したら、次のステップのために
ユニットから新しいコンテキストファイルをダウンロードしてください。

３）Upload Context as Receipt
この手順が完了したことを証明するため、DS100（M）から新しいコ
ンテキストファイルをアップロードしてください。ライセスポータルの
ページ下部のファイルダイアログをご利用ください。

コンテキストファイルは、ライセンスがプロセッサーに保存されている
かどうかをポータルへ通知します。コンテキストファイルをアップロー
ドしない場合、ライセンスはポータルへ戻したり、別のプロセッサー
へ移動したりすることができません。

管理のポイント
ライセンスが特定の DS100（M）に適用されると、License Portal
には該当ユニット内のライセンスコンテナのシリアル番号が表示され
ます。ユニットからライセンスを取得する際は、対応するライセンス
コンテナを指定する必要があります。これらの番号を記録し、例えば
ステッカーなどでハードウェアにマーキングしておくことをおすすめし
ます。なお、ライセンスコンテナのシリアル番号は、コンテキストファ
イルのファイル名にも含まれています。
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License Portal
8.10. ライセンスの無効化
ハードウェアユニットからライセンスをライセンスポータルに戻す手
順は、ユニットにライセンスを転送する方法と同じです。

無効化したいライセンスを選択した後、次の操作を行います。
 •  DS100(M) の最新コンテキストファイルをライセスポータルにアッ

プロードします。
 •  お使いの機器上のライセンスを無効化するための対応するライセン

スファイルをダウンロードし、
 •  ライセンスの状態変更を確認するため、新しいコンテキストファイ

ルを再度ライセスポータルへアップロードします。

「My Licenses」ページにアクセスし、Deactivate Licenses をクリッ
クしてください。
どのコンテナからどのライセンスを無効化するか選択してください。
ライセンスコンテナが複数ある場合は、最初にシリアル番号で適切な
コンテナを選択するよう促されます。

どのコンテナか分からない場合は、まず DS100（M）からコンテキス
トファイルを抽出してください。ライセンスコンテナのシリアル番号は
ファイル名に記載されています。

１）Upload Context file
選択したコンテナから無効化するライセンスを選び、コンテキストファ
イルをアップロードしてください。

２）Download License file
ライセンスポータルからライセンスファイルをダウンロードし、
DS100（M）のウェブインターフェースを通じてアップロードしてく
ださい。これにより、指定した機能が無効化されます。

３）Upload Receipt
ハードウェアユニットから新しいコンテキストファイルをダウンロード
し、ライセンスポータルにアップロードして移行を確認してください。
これにより、無効化されたライセンスが再び利用可能として表示され
ます。
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リソース

10.  クイックリファレンス
10.1. En-Space 会場ライブラリ

スペース #1：Modern - Small

ブライバッハ・ 
コンサートホール
収容人数：200 席
残響時間：2.0 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）

スペース #2：Classic - Small

シューベルト・ザール 
ウィーン・コンサート
ホール
収容人数：350 席
残響時間：1.9 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）

スペース #3：Modern - Medium

アンゲリカ・ 
カウフマン・ザール 

（シュヴァルツェン 
  ベルク）
収容人数：600 席
残響時間：1.7 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）

スペース #4：Classic - Medium

モーツァルト・ザール 
ウィーン・コンサート
ホール
収容人数：700 席
残響時間：2.1 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）

スペース #5：Modern - Large

KKL ルツェルン
収容人数：1900 席
残響時間：2.6 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）

スペース #6：Classic - Large

グローサー・ザール 
（ウィーン楽友協会   
  ホール）
収容人数：1850 席
残響時間：2.4 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）

スペース #7：Modern - Medium 2

ビング・コンサート
ホール 
スタンフォード
収容人数：850 席
残響時間：2.2 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）

スペース #8：Theater - Small

テアトロ・アリギエリ
（ラヴェンナ）
収容人数：830 席
残響時間：1.3 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）

スペース #9：Cathedral

サン・ヴィターレ大聖堂
ラヴェンナ
収容人数：－
残響時間：5.6 秒

（T40：200Hz ～ 2kHz）
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リソース 
10.2. En-Space 会場の比較

 

周波数別 残響時間（T40） 

60 100 250 500 1K 2k 4k 6k 10k 20k 

6秒

5秒

4秒

3秒

2秒

1秒

「Cathedral」 ｜サン・ヴィターレ大聖堂（イタリア・ラヴェンナ）
「Modern - Large」 ｜グレートホール（オーストリア・ウィーン）
「Classic - Large」 ｜グローサー・ザール（ウィーン、オーストリア）
「Modern - Medium 2」 ｜ビング・コンサートホール（スタンフォード、アメリカ）
「Classic - Medium」 ｜モーツァルト・ザール（ウィーン、オーストリア）
「Modern - Small」 ｜ブライバッハ・ホール（ブライバッハ、ドイツ）
「Classic - Small」 ｜シューベルト・ザール（ウィーン、オーストリア）
「Modern - Medium」 ｜アンゲリカ・カウフマン・ホール（オーストリア）
「Theater - Small」 ｜アリギエーリ劇場（ラヴェンナ、イタリア）

このグラフは、周波数ごとに音が残響する時間を視覚的に示しています。
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リソース
10.3. DS100 ブロック図

En-Scene（オプション）

オブジェクト位置

マニュアルマトリクスEn-Space（オプション）

 
DS100 : Dante入力
DS100M : MilanまたはMADI入力

（32チャンネル単位で選択可能）

クロスポイント制御

En-Spaceセンド

最大8192ポイント、
それぞれに500msの

ディレイ、ゲイン、ミュートを
設定可能

1 - 左チャンネル 

2 - センター 

3 - 右チャンネル 

4 - オーディエンス 

マスター

En-Space会場ライブラリ 

オブジェクト・パラメーター

En-Spaceレベル 

Spread

Delay Modes
Predelay factor

Rear level

144種のコンボリューション
フィルター

スピーカー配置に
3D自動マッピング

24または64アウトプット
（ライセンスにより異なります）

DS100 ：Dante出力
DS100M ：Milan出力

64または128インプット（ライセンスにより異なります）
各入力はEn-SceneまたはMatrixモードが選択可能

O
S

C
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

オブジェクトルーティング

最大32ののFunction Groups

Function Group Mode

Function Group Delay

Spread Factor

En-Sceneモードのチャンネル Matrixモードのチャンネル

エンジン入力1～4

4バンドPEQ

L C R

Audience

Early reflection plane

En-Space Outputs

Output processing：
16バンドPEQ

500msディレイ
極性、ゲイン、ミュート

Input processing：
8バンドPEQ

500msディレイ
極性、ゲイン、ミュート

O
S

C
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
O

S
C

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

O
S

C
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
O

S
C

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

O
S

C
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
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リソース
10.4. Function Groups 概要表

モード —>> Main Surround Delay Line
Delay Line
Embedded

SUBs
group SUB array Outfill

Outfill
Embedded Mono Out Ceiling

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

7x4ゾーン 40x2ゾーン 9x2ゾーン 7x2ゾーン 7x2ゾーン 7x2ゾーン 1x2ゾーン 1x4ゾーン 1x4ゾーン 7x2ゾーン未対応

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

En
-S

ce
ne

En
-S

pa
ce

M
at

ri
x

Matrixモードの
DS100入力は
マトリクスで

手動ルーティング
およびディレイ

設定が可能ですか？

En-Sceneモードの
DS100入力は

マトリクス経由で
手動ルーティング

できますか？

いいえ。オブジェクトの位置とSpreadがレベル配分を決定します。
En-Scene入力とFunction group出力間のマトリクスクロスポイント制御はすべて無効です。

この目的には「Object Routing」機能が用意されており、オブジェクトごと、Function groupごとに調整できます。

いいえ。時間整合はX軸・Y軸ともに自動で行われます。
Fullモードのオブジェクトは「Function group delay」パラメーターを無視します。

該当なし - 
En-Scene

には非対応。
En-Spaceと

Matrix入力の
ルーティング

のみ使用
されます。

En-Spaceは
サポートされて

いません。

該当なし - 
En-Sceneには

非対応。
必要なレベルや
ディレイ処理は

マトリクスの
クロスポイントを
手動で設定して

ください。
DS100入力

（En-Scene
モード／
Matrix

モード）は
制限なく
これらの

出力へ手動で
ルーティング

可能です。

いいえ、
モノラル
ダウン

ミックスです

対応して
いません

対応して
いません

対応して
いません

第1メイン
ファンクション

グループの
レベル挙動を

模倣します

第1メイン
ファンクション

グループの
レベル挙動を

模倣します

いいえ。
自動的に「Main」モードの
最初のFunction groupに

時間整合されます。

対応して
いません

対応して
いません

対応して
いません

対応して
いません

対応して
いません

対応して
いません

いいえ、
モノラル
ダウン

ミックスです

いいえ、
モノラル
ダウン

ミックスです

いいえ、
モノラル
ダウン

ミックスです

ローカライゼーション
および

Spreadfactorに
対応していますか？

サウンドオブジェクト
ごとの動的タイム

アライメントに
対応していますか？

すべての
オブジェクト位置で

常に有効ですか？

他のFunction
groupに

オブジェクトを
引き渡しますか？

Fullモードの
オブジェクトに
FGディレイは
必要ですか？

Tightモードの
オブジェクトに
FGディレイは
必要ですか？

Offモードの
オブジェクトに
FGディレイは
必要ですか？

「Sound Object 
Routing」の

カスタムミックスに
対応していますか？

利用可能な
インパルス

応答ファイル数

Matrixモードの
DS100入力で
En-Spaceは

サポートされて
いますか？

Frontfill

Unassigned
processor
outputs
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リソース
10.5. R1 で使用する背景画像
システムが最高の音を奏でるために、Remote view には必ず Soundscape ロゴを追加してください。

添付された画像の中から 1 枚を選び、R1 の Positioning view の背景としてご利用ください。実際の会場でシステムを設置し
ていない場合でも（デモルームや小規模な練習システムなど）、Soundscape の仕組みを理解する際に、ビジュアルの補助とし
て役立ちます。画像の背景色は Positioning view の背景色と一致しています。
Mac をご利用の場合は Command+Shift+4 でクロスヘアを使って画像の範囲を選択し、スクリーンショットを撮影してください。
Windows の場合は、Snipping Tool をご利用ください。
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リソース

dbaudio-guidebook-soundscape-ti-501-JP_202603.indd   57dbaudio-guidebook-soundscape-ti-501-JP_202603.indd   57 2026/03/04   9:272026/03/04   9:27







Page 60 of 63 The Soundscape Guide Book V3.00 jp

よくある質問
10.7. よくあるご質問
Q : Soundscape は d&b 製以外のスピーカーでも使えますか？
A: はい、ご使用いただけます。ただし、空間アルゴリズムは d&b
スピーカーのように、音の広がりや周波数特性が均一かつ左右対
称なスピーカーに最適化されています。バイアキシャル型（一般
的な左右非対称の指向性を持つスピーカー）では、定位精度が低
下しやすいのでご注意ください。

ArrayCalc および R1 のワークフローは d&b スピーカーのみに対
応しています。そのため、実際のスピーカー配置や向きをできる
だけ忠実に反映するため、ArrayCalc 上で d&b スピーカーを使っ
てシステム設計を行う必要があります。補助的に「Dra�Patch 
Line」（アンプを介さず DS100 をスピーカーへ直接接続）を
ArrayCalc で作成すると、d&b アンプを使わない場合でも、
DS100 に必要なスピーカー位置情報を伝えることができます。

Q : Soundscape 使用時、1 つのアンプチャンネルに複数のスピーカーを接続できますか？
A : はい、1 つのアンプチャンネルに複数のスピーカーをつなぐことは可能ですが、音像の分解能が下がるため推奨はされません。ス
ピーカーをペアにすると、DS100 はそれらを 1 つの音源として扱い、実際のスピーカーの平均位置にまとめて処理します。なお、
ラインアレイスピーカーはもともと 1 ポジションとして認識されます。

A : はい、DS100 の出力を複数のスピーカーポジションへ送ることができます。ただし、Function Group を設定できるのは一つ
のスピーカーのみです（これが En-Scene や En-Space の仮想スピーカー位置を決めます）。同じ信号は、Function Group を設
定していない他のスピーカーにも割り当て可能です（ArrayCalc で Function Group を選択せず、リストを空欄にしてください）。
この方法を使えば、会場の複数階にサラウンドスピーカーを設置したり、上下メインスピーカーに個別パッチを行うことができます。

En-Space Custom Rooms では、d&b がどんな会場でも測定できますか？
会場のオーナーが d&b に許可を出す必要があります。お客様自身で、優秀なドイツ人エンジニアと連携し、会場へのアクセスを調
整してください。d&b が第三者の会場のアクセスや許可を代理で交渉することはありません。

非常に広大な会場や残響時間が極端に長い場所では、難しい場合があります。例えば、アリーナやスタジアムなどが該当しますが、
可能性についてぜひご相談ください！

タイムアラインメントやコムフィルタについてはどう考えていますか？
これらはシステムデザイナーからよく寄せられるご質問です。いくつかポイントをご紹介します：

Soundscape は、スピーカーの位置ごとのディレイタイムをあえてずらすことで、イベントの臨場感をよりリアルに再現します。こ
の仕組みを理解すると、従来とは全く異なるシステムアラインメントの考え方が見えてきます。どのスピーカーも完全に同期させる
必要はありません。これは水平だけでなく垂直方向にも当てはまります。一般的に、低い位置に設置されたスピーカー（例：フロントフィ
ル）は、吊り下げシステムより先に聴衆に音が届くことで、垂直方向の定位感が強化されます。

コムフィルタは現実世界で自然に発生する現象で、完全に避けることはできません。従来のスピーカーシステムでは、全てのスピー
カーが同じ信号を再生するため、コムフィルタがショーの内容に関係なく生じてしまい、音響に大きな悪影響を及ぼします。しかし
Soundscape では、コムフィルタがイベントの配置に合わせて発生するため、パフォーマーや音ひとつひとつが現実世界の音の振
る舞いに近づきます（コムフィルタも含めて）。その結果、耳で感じるコムフィルタの悪影響がほとんどなくなります。

En-Space は複数の音響環境を同時にシミュレートできますか？
いいえ、プロセッサーは 144 個のコンボリューションフィルターを 1.3ms 未満で処理できるだけでも、すでに驚くべき性能です。
288 個での処理はできません。ただし、ミキサーや外部エフェクトを使って、出力チャンネルをサウンドオブジェクトにルーティン
グすることは可能です。これにより、エフェクトエンジンと En-Space を同時に活用でき、例えばスネアの近くに短いリバーブを配
置したり、ボーカルのディレイを会場の側面や後方に割り当てたり、バックボーカルを En-Space ホールに配置したりと、柔軟な演
出ができます。

Soundscape は Dolby ATMOS に対応していますか？
はい！ Soundscape プロセッサーはあらゆる種類のオーディオ信号を受信可能です。サラウンドや ATMOS のコンテンツを再生す
ることで、映画館の音響を実現しつつ、ライブイベントのリアルタイムオーディオもサポートできます。ご注意：Soundscape プロ
セッサーは ATMOS のデコード機能は搭載していません。
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よくある質問

1 1.  トラブルシューティング
11.1. Event log
DS100 の IP アドレスを任意のウェブブラウザに入力すると、
Event Log にアクセスできます。不具合や予期せぬ動作の原
因特定に役立ちます。

　ヒント：d&b アンプ（5D を除く）にも Event Log 機能が
内蔵されています。

11.2. DS100 が R1 に接続できない場合
ほとんどの場合、R1 への接続失敗はネットワーク設定の誤り
が原因です。すべてのネットワーク設定を再確認するか、プロ
セッサーをネットワーク初期設定にリセットすることをおすす
めします。

ただし、プロセッサーが起動シーケンスを完了していない場合
にも発生することがあります。この場合、デバイスのマザーボー
ドから連続したビープ音が聞こえます。

音の回数によってエラーの種類を判別できます。

ご注意：この挙動はファームウェア v2.00.05 以降のプロセッ
サーでは、バグ修正によりほぼ発生しません。

ご注意：このビープ音は小さく高音のため、騒がしい場所や
シャーシに耳を近づけた場合でも聞き逃しやすいです。

もしマザーボードのビープ音が確認できた場合は、support@
dbaudio.com まで速やかにご連絡ください。

11.3.  フロントパネルからの 
デバイスリセット

フロントパネルのボタンはステータスインジケーターとして機
能し、短時間に何回押されたかによって、さまざまな操作が可
能です。これにはフルリセットやネットワーク設定のリセット
など、複数のバリエーションが含まれます。

すべての機能一覧や詳細については、DS100 または DS 
100M ハードウェアマニュアルをダウンロードしてください。
こちらから入手できます。

ご注意：ハードリセットを行う場合は、背面の電源スイッチを
ご使用ください！

デバイスの状態 操作方法 結　果

電源オフ 4 秒以内に電源ボタンを
2 回押す 通常シャットダウン

ネットワーク設定を
工場出荷時に戻す

4 秒以内に電源ボタンを
4 回押す

・IP モード：DHCP+FB（フォールバック） 
・フォールバック IP アドレス：192.168.1.100
・IP マスク：255.255.255.0
・RemID：0.01 に設定

ネットワーク設定を
DHCP+LL に変更

電源ボタンを 4 秒以内に
5 回押してください

DHCP+LL（リンクローカル）で Dante ネッ
トワーク IP 構成とよりスムーズに統合可能

機器名と
オーディオパスの
リセット

電源ボタンを 4 秒以内に
7 回押してください

・機器名が初期設定に戻ります
・ すべての入力が Matrix モードに切り替わり

ます
・ すべての入力、マトリックスノード、出力処

理がリセットされます
・ Device scenes やネットワーク設定は変更

されません
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